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MoSaIC における関係のモデル化
――Engineer 側からの試み 

⽯川 尋代 
(慶應義塾⼤学 DMC 研究センター特任講師) 
 
 こんにちは。DMC の⽯川です。本⽇のパ
ネルディスカッションの前にお伝えしたい
ことは、先ほど⾦⼦先⽣の発表で紹介され
ていたナビゲーションシステムについてで
す。MoSaIC(モザイク)の開発をずっとして
おりまして、そのエンジニアリングの側か
ら⾒たお話を少ししたいと思います。 
 

タイトルは「MoSaIC における関係のモ
デル化−Engineer 側からの試み」と，コン
テクストネットワーキングとはまったく違
いますが、それは後々つながっていくはず
です。 
 いつもタイトルの下に「デジタルコンテ

ンツをコンテクストが感じるように⾒せた
い」と，書いています。この⼀⾔から、この
プロジェクトと⾔いますか、私の研究が始
まっております。この⾔葉を元にいろいろ
なことを試⾏錯誤してきました。そして今
年で 6 年⽬です。そのまとめとして、お話
ししたいと思います。 
 これまでの経緯をまとめたスライドをつ
くりました(図 1)。⽔⾊の四⾓が、これまで
のシンポジウムのタイトルです。 

そしてその下のピンク⾊の四⾓は、その
ときに私が発表やデモで主張してきたこと
を記しています。これらの隣には、この
MoSaIC のプロジェクトで、考えてきた
Catalogue の可視化と、Catalogue をつくる
ことについてをまとめました。 
 最初はデジタル表象について、単にグラ
フの可視化から始まりましたが、そのとき
にふと疑問に思いまして、MoSaIC におけ
る Catalogue とは何か、そこで「関係」とい

 
図 1：MoSaIC:これまでの経緯 
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う⾔葉が多⽤されますが、「関係」とは何か
ということを次第に考えるようになりまし
た。 

MoSaIC における「関係」は，私の中では
⼀ 応 ， 完 結 し て い ま す 。 関 係 記 述
は”grouping”と”associating”、この 2 つがあ
り，これらを組み合わせて関係を記述すれ
ばいいと、かなり前から主張しておりまし
た。しかし、これはなかなか他者には伝わら
ないという問題がありました。ここに居ら
れるアートセンターの本間さんをはじめ⼈
⽂系の先⽣⽅に説明したいと思っていたの
ですが、なかなか意思の疎通が図れない。こ
こには、⼈⽂系と理系の隔たり以上のもの
があるのではないかと思ったほど、なかな
か共通の⾔語や認識がなく、苦労したこと
がありました。 
 可視化の⽅は、⽬に⾒えるので、エンハン
スや意⾒も取り⼊れやすく、さまざまな試
⾏錯誤を重ね、現在はより⼀層⾒やすいシ
ステムを構築できております。ですが、その
裏では、相変わらず Catalogue をつくるこ
とにずっと悩んでおりました。 
 そのうちに、デジタル・ミュージアムの話
が出てきました。私は、ミュージアムにはあ
まり詳しくないため、いろいろなミュージ
アムに⾏って、いろいろな展⽰を⾒ると、や
はり重要なのはキュレーションなのではな
いだろうかと思い、キュレーションとは何
かと考え始めました。 

その後、アーカイブというキーワードが
出てきまして、では、「キュレーションもア
ーカイブできないか」、ということも考えて
いました。 

 

 
図 2 MoSaIC における Cataloguing とは 

 
 私はアーカイブの専⾨家ではないため、
アーカイブ技術をよく知らず、どのように
これを実現すればいいのだろうと考えてい
ました。最終的には、関係記述，Catalogue
をつくるということは、そもそも有向グラ
フで表現できるようにするモデリングだっ
た，と気がつきました。これは当然のことで
あり、システムをつくる上で、これはもう当
たり前のことだったのだということを、6 年
かけてようやく⾔葉にできるようになり，
Catalogue によるアーカイブを説明できる
のではないかと思っています。 
 おそらくモデリングとは、共通認識があ
るとは思いますが、私たちシステムをつく
る者としては、特定のコンテンツを表現す
る⼿法を開発するのではなく、関係の表現
を⼀般化し、すべてのものに対して同様の
処理をして、⼀様に取り扱えるということ
を指します。システム開発者は常に⼀般化
のことしか考えていないと⾔っても過⾔で
はないと思います。 
 このようなモデリングをして⼀般化しな
ければ、可視化表現はできない，ということ
は当然のことなのですが，最初はそのこと
に気がつきませんでした。先ほども申しま
し た と お り 、 関 係 の モ デ リ ン グ
は、”grouping”と”associating”の 2 つの構造
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で記述します。これは、⼀種の抽象であり捨
象であるため、簡単化していることになり
ます。キュレーションやさまざまな背景に
ある複雑なものごとをグラフで表せるよう
にするものです。これはとても良い考えだ
と思い、新しいカタロギングとして提案し
ております。ちなみに，⾦⼦先⽣は強気に、
Catalogue は固有名詞だと⾔っておりまし
たが、私はちょっと弱気なので、”MoSaIC
における Catalogue”と表現しております。 
 このカタロギングというのは、実はデジ
タル・ミュージアムには特化したものでは
ないと思っていました。けれども、デジタ
ル・ミュージアムを題材に考えることによ
って、さまざまな試⾏錯誤ができたのでは
ないかとは思っております。 
 そして、⾦⼦先⽣が最後に少し触れてい
ましたが、Catalogue をどのようにつくるの
か。さまざまなグラフの形状がありました
が、これが実は⼀番重要で、そして困難で、
誰もまだ着⼿できていない領域だと思いま
す。本⽇、渡部先⽣と齋藤先⽣のお話を拝聴
し、私たちがエンジニアリングの⽴場から
⾔っているモデル化とカタロギングと、コ
ンテンツ、コンテクストの世界というのは、
まだまだとても隔たりがあるのだなと感じ
ました。そして、それらを⼀様にカタロギン
グすることの難解さを感じましたが、⼀⽅
では、今後の最重要課題になっていくので
はないかと思っております。 
 

 

図 3 コンテクストネットワーキング 

 
 コンテクストネットワーキングにつなが
ることは、関係のモデル化です．関係をモデ
ル化するからこそ、コンテンツを⼀様に扱
うことができ、それをネットワーキングす
ることができる。ですから重要なのはやは
りモデル化です。 
 このコンテクストネットワーキングとは、
キュレーションのネットワーキングと⾔っ
てもいいのではないのかと思っております．
しかし，本⽇の発表をきいておりますと、や
はりコンテクストネットワーキングが適切
なのかなと、少々弱気になっております。そ
して、カタロギングした結果の Catalogue は、
デジタル知の新しい形になっていくのでは
ないかと思っております。 
 また、Linked Open Data といった話題が

上がりました。基本的な Linked Open 
Data の形式は主語―述語―⽬的語で表
記されると思います。Catalogue は、この
述語の部分が存在しない、⽮印があるだ
けです。そして、主語、述語というものは、
概念を⼊れ込みません。オントロジーの
ように⾔葉も⼊れ込みません。モノと捉
えています。デジタルデータをモノと⾔
ってよいのかという議論もございますが、
モノ対モノの関係を、ほかに余計な知識
を⼊れずにシステム上に構築することが、
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重要なのではないかと考えています。 
 プロトコルの違い、表現の違い、記述の違
いがあると、同じ空間中に表⽰がでません。
ですから、このシステムからは、そういった
⼀様に扱えなくなるもの、つまりは具体的
な述語を取り去るようにしています。これ
が、私が考える Catalogue だと思っており
ます。 
  
 
⽯川 尋代（いしかわ ひろよ） 
慶應義塾⼤学デジタルメディア・コンテン
ツ統合研究センター特任講師。博⼠（⼯
学）。2010 年慶應義塾⼤学⼤学院理⼯学研
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職。専⾨はビジュアライゼーション、3 次
元視知覚、アプリケーション開発。2012
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視化の研究、インタラクティブ展⽰
MoSaIC の開発に従事している。 
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